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　こうした交流活動は地域に新たな来訪者や、産業をもた
らすことになるが、地域の人々の文化はあくまでその地域
に古くからある産業に根付いたものであり、交流による意
識向上はこうした地場産業の活性化に寄与するものである
ことが本来望ましい。

　本稿では、都市住民との地場産業に依拠した交流活動の
新たな可能性を示す。窯業を地場産業とする陶器の産地が
都市に暮らす作家 (１）を地域に受け入れる事業 (２）を取り
上げる。
　 (３）

窯業従事者の交流事業に対す
る意見を属性別、交流形態別 (４）、事業別に整理すること
で（１）窯業従事者の属性と交流形態を把握し、（２）交
流事業に対する窯業従事者の評価と問題点を整理し、その
課題を明らかにすることを目的とする。

　都市住民との交流が地場産業地域に及ぼす影響に関して
は、　小山３）らが交流施策の観点から分類を行っている。
また、林２）らが過疎地域における意識高揚と環境整備に寄
与する影響を報告している。前田１）らは交流観光が伝統

的な茅葺集落維持に寄与する効果を明らかにしている。本
稿は、都市住民との交流事業に関する一連の研究の流れを
汲むもので、地場産業の衰退した地域において行われる、
地場産業に依拠した交流事業の抱える課題を扱うものとす
る。

　3章では、窯業の生産工程を、窯業関係者への聞き取り
調査から把握する。また、交流事業従事者の類型化と交流
事業毎の交流形態を聞き取り調査より把握する。4章では、
アンケート調査と聞き取り調査によって把握した、交流事
業に関係した窯業従事者の属性別、交流形態別、事業別に
交流事業の効果と問題点に関する意見を整理し分析し、そ
の評価と課題を明らかにする。

　研究対象とした長崎県波佐見町は、有田町に隣接し、古
くから窯業の盛んな町である。
　近年、産業の衰退を受け、窯業に関わりの深い、都市の
創作家を受け入れる交流事業を行っている。本稿では、町
内で行われた地場産業に依
拠した交流事業である「駆
け出し陶芸家塾 (５）」（以下、
「駆出」）「ワークショップ
(６）」（以下、「WS」）を対象
として研究を進める (７）。

　長崎県東彼杵郡波佐見町
は、全国の一般家庭で使
われている日用食器の約
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13％を生産しており、全国でも有数の窯業産地であるとい
える４）。概要を図１に示す。
　「駆出」の行われた中尾地区 (８）は、古くから窯業が営ま
れてきた。地区内で窯元連合を結成し、消費者の多様性に
対応した生産を行い、町内有数の産地となった。現在でも、
地区内業者の団結が強い。
　「WS」の行われた焼き物公園のある地域 (９）は、戦後新
たに開拓された。高度成長期には磁器の大量生産によって
町の窯業を支え、現在、町役場などの公共施設が集中し、
大型工場の集まる波佐見町の中心となっている。

　二つの交流事業の内容を表１に示す。
　また、アンケート調査および、聞き取り調査の結果を表
２に示す。

　交流事業に関わった従事者の行う産業工程をアンケート
調査より把握した（図２）。下記のように３つに類型化し
た（図３）。

：商品生産の工程と商品開発を担う窯元従

事者を指す。
：生

地製造業従事者、石膏
製造業従事者、元卸商
など、産業工程を担い
商品開発を行わない従
事者。

：商
品開発を行い、生産工
程にはほとんど関与し
ない窯元従事者を指す。その他、商品開発を行う関連業従
事者も含む。

　各類型の従事者の年齢、創業時期 (10）、業種、後継者の有
無 (11）、関わった交流事業についてアンケート調査を行った
（表３）。
 その結果、以下のような特徴が明らかにされた。

：業種は窯元のみであり、「駆出」に多く見
られる。

：業種としては元卸商がほとんどであり、
「WS」にのみ見られる。

：業種としては窯元と関連業者に分けら
れ、それぞれ「駆出」、「WS」に見られる。また、後継者
について、血縁による継承ではなく、『地元で焼きたいと
いう人が欲しい』という意見のように柔軟な「新しいシス
テム」を望んでいることがわかった。

ものづくりのための人材育成 学生同士の情報交換と育成

９年 ２年

主催は波佐見町、受け入れは中尾の自治
会

中尾窯元連合に加盟している窯元のうち
、受け入れ可能な窯元

G.C.T.の関係者や、その友人、血縁関
係にある世帯

首都圏の美術系大学在学中の学生10人 その作家との関係のある美術系大学
在学中の学生で、首都圏の大学が多
い

波佐見町で活動をしている陶芸作家が
個人的に企画、グリーンクラフトツー
リズム研究会が主催

沖積地域にある「焼き物公園」 中尾地区

夏休みの二十日間夏休みと春休みの２回、一週間程度

参加者がそこで陶芸を学ぶことを重視
し、受入手は制作の手伝いという形で
関わる

参加者の自発性を重視し、受入手は
主に宿提供という形で関わる
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対象者数
有効回答率

取組名 駆け出し陶芸家塾
中尾窯元連盟加盟者(18名)
12件(66.7％)

ワークショップ
学生受入世帯(16名)
11件(68.7％)

アンケート調査により属性を、聞き取り調
査により影響を明らかにする

年齢、業種、工程において担う役割、仕事で取り扱
う商品、組織内の立場、創業時期、後継者の有無
交流が地場産業に及ぼした影響、交流における
問題点

取組名
対象者数

駆け出し陶芸家塾 ワークショップ
取組関係者５名 取組関係者３名

交流が地場産業に及ぼした影響
交流における問題点のヒアリング調査

窯元従事者

石膏型製造業従事者
生地成形従事者

窯元従事者

窯元従事者
関連業者

元卸商従事者

業者名 役割の一部を担う役割の全てを担う凡例
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　各事業における交流場面 (12）と交流形態を図４に整理す
る。
　交流場面について、各事業において創作家と従事者が一
緒にいる時間を取り上げ、（1）交流会（2）制作活動（3）
作品を展示（4）日常での交流（5）その他の５つに分ける。
また、各事業での交流場面を表４に示す。

　各事業における交流形態を図に示した（図５）。
　以上より、二つの事業の一連のプログラムの中には、生
活サポート、技術指導・アドバイス、作品鑑賞・講評、窯
業に関する会話、日常会話の五つの交流形態の存在してい
ることを把握した。

従事者の事業の評価を、属性、交流形態と事業の三つの
観点より整理し、図６に示す。

　属性別の評価を表５(13）に示す。なお、表中のアルファベッ
トは図６中の見出しと対応している。

：一部で自らの仕事への活用が見られた。
　事業によって『土瓶の口が人の唇になっている作品は印
象的 (C-6)』という意見のような、“ 商品の発想を得る (14）

(C)” という評価のあることが伺える。また、創作家に言わ
れて伝統技法を復活させたという “ 発想を生産工程に活用
(15）(G)” したという成果のあることが伺える。
　以上から、全工程型の従事者にとって、生産工程の全般
に関与している点が、発想を自らの仕事に活用したという
評価につながったと考えられる。

：『学生の焼き物に対する姿勢は見習いた
い (A-12)』という意見のような “ 窯業への意欲を得る (16）

(A)” という評価のあることが伺える。また、『わざわざ遠回
りなやり方を選ぶが、それはそれで少量生産に応用できる
(D-12)』という意見のような “生産工程の発想を得る (17）(D)”
という評価が見られた。
　以上のように、分業工程型の従事者は外部情報を得たな
どから、事業を評価しているが、実益に結びつくような地
場産業の振興に結びつかなかったと考えていることが伺え
る。

：『自分の考えを変えるようなデザインで、
活用しようと思っている (F-20)』という意見のような “ 発
想を商品化に活用(F)”したという評価のあることがわかる。
また、“ 人材を活用 (H)” したという成果のあることが伺え
る。
　以上から、開発重視型の従事者にとって、商品化できる
ような発想を得る部分で、事業を評価していることが伺え
る。
　また、他の従事者には見られないが、その後の交流で人
材を活用できたなど、事業によってできた人脈を活用した
ことが伺える。

　各交流形態における評価を表６に示す。  
    「生活サポート」や　「日常会話」では、窯業の作業場と

20代、30代の窯元は、顔合わ
せの時にはいるが、その後の交
流はわからない。

学生とは、焼き物の話をしたり。
気の合う子とは食事をしたり。

ピアノの伴奏にギターを弾いてみん
なで歌を歌った。

従業員が絵付け、ろくろを教える
場合もある。基本的には口出しを
しない。
自分のところでは主に絵付け作業
を行うが、アドバイス的に最低限
の注意をすること以外は口出しを
しない。

窯焚は夜中までやっていて差し入
れしたいくらいだった。

当番制で窯焚をしており遅いとき
は１時か２時まで作業していた。

夜通しでしゃべった。遅いと
きは１時か２時くらいまで。
接したのは朝食と夕食。

工場で石膏の型作り、手順を教
えてあげた。

完成された陶板は、泊まってい
った子の作品のみ見た。基本的には本人の意志で

後はのぞく程度。

ふつうの友達として楽しんだ。

学生に過去作品を見せてもらっ
た。

学生の中で、朝一緒にグランドゴ
ルフをするまで地域に溶け込んだ
子もいた。

：交流形態：交流場面
：属性者番号～

自分たちで制作した器に自作の料
理を盛って夕食をご馳走になった
。

陶器市のときに、全員の作った
タイルを展示した。

凡例

自分はすぐ近くに住んでおり、ふ
らりと立ち寄っただけだがほとん
どの人が話しかけてくれた。

制作活動

作品展示

日常での交流

その他の交流

交流会

駆け出し
陶芸家塾

ワークシ
ョップ

交流会

制作活動

作品展示

日常での
交流

その他の
交流

「駆出」では、役場との共同でおこなわれ、受け入れ窯元以外にも、行政関係
者、自治会役員等も招待される。参加者の受け入れ先が決定する時と最終日に
行われる。

「駆出」では、窯元も従業員も最低限の注意やアドバイス的なことだけ伝え、
基本的に口出しをしない。受け入れを行わない窯元も、生地提供や道具貸し出
しと行った形で取組みに関わる。
「WS」では、学生のみで行い、その場に受け入れ世帯はおらず直接的な交流
は見られなかった。生活面を全面的にサポートしていた。

「駆出」では、作品展示・講評会という形で行われる。２０日間で制作した作
品の展示と、それに関する講評会である。
「WS」では、一年目、完成した陶板の展示、二年目、桜陶祭での展示販売と
いう形で行われた。また、取組みの第三者である町民とのふれあいも見られた

「駆出」では、食事の差し入れや、気の合う参加者とは食事を共にすることも
ある。こうした場面では、情報や知識の交換もある。また、『学生の中で一緒
にグランドゴルフ朝やるまで地域にとけ込んだ子もいた。』という意見のよう
に、地域住民と接触する場面も見られる。
「WS」では、この交流場面が大部分を占めている。食事の間の会話であった
り、また、『夜通ししゃべった』というケースも見られた。

「WS」では、なか日に受け入れ側と参加者参加者が休みを共に過ごす日がもう
けられた。『普通の友達として楽しんだ』という意見にも見られるように、お
互いの気分転換のために行われた交流である。
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は接することが少なく、窯業従事者が事業の成果を自らの
仕事に活用していない。
　「作品鑑賞と講評」では、特に発想を商品化に活用して
いる例が多くみられる。「技術指導・アドバイス」、「窯業

に関する会話」では、既存の生産工程を変化させる、発想
を得るといった評価が見られた。窯業の生産工程を共有す
ることで、従事者は自らの技術を教えながらも既存の生産
工程を変化させる発想を得ていることが伺える。「その後
の交流」では、手紙などのやり取りをしたり、仕事を共同
で行うなどの交流が見られる。

    物販店に波佐見焼きを紹介してもらった。

     一時技法的に流行が廃
れたと思っていた伝統技
法を生徒が見て驚き復活
させた技法もある。これ
は市場に流通させた

    作陶の技術レベルが高
い作品はよく覚えている

    土瓶の口が人の唇にな
っている作品や、裸体を
百も千もかいている作品
は印象的だった

    学生の、夜通しで作業す
るという姿勢、焼き物への
姿勢は見習いたい

    学生の場合は原型から
捨て方をつくるのに異様
に時間をかける。わざわ
ざ遠回りのやり方を択ぶ
。それはそれで、少量多
品種生産に応用できるか
もしれないが

    若い人の話は、とても
いい情報だと思う

    学生に、過去の作品を
見せてもらったが、女の
子らしからず鉄を使った
オブジェつくっていた

    東京ドームの‘ハウスウェアーショウ’出展を塾の卒業生に
手伝ってもらった

    生徒がデザイナー事務所に勤めて、そのつてで仕事が来たこ
とも

    三年くらいの周期で、常に新しい子が入ってくるのがありが
たい。その子達の情報がまたありがたい

     純粋に陶器を作ろうという子供たちは素朴でよかった。彼ら
の焼き物への姿勢は頭が下がる

    大学生の感性には驚かされる。例えば焼き物の中に手紙を閉
じ込めて焼成、手紙は焦げてしまい自分の思いだけ残るという作
品があった

     今まで考えられなかったところに鮮やかな色を使っており、
感銘を受けることが多い

     自分たちは製作段階で、安定を考えて高台をデザインするのだが
学生たちはこれを小さくデザインした。これは自分の考え方を変える
もので、どこかに活用したいと思っている

    ワークショップでは、棚田をイメージしたプランターに驚いた

    今年の夏休みは、山形
からバイクで個人的に来る
ことに

    工程を省く所が面白い。例えば、鋳込みのとき本物の竹を持っ
てきて石膏の型を作った子もいた

    大きな筆を用いて抽象的な表現をしていた学生が面白かった。

    植木を植えるところがた
くさんあるプランター、イ
ソギンチャクの突起みたい
のがたくさんついているも
の、題名と作品があまりに
ぴったりきている作品もお
もしろかった

    独居老人が多い地域なの
で、こういった接触はいい。
自治体全体も受入体制ができ
つつある。積極的に輪に加わ
れるようになりつつある

     取組の結果、学生が有田
の呉須や上絵の具、天草の陶
土が好きになり、桜陶祭の時
に毎回買いに来る

     教えることで自分の基礎
確認ができる。自分の原点
を思い出すし、考え方が変
わる

   葉書のやり取りを何度
か行った

     鮮やかな色使いに驚い
た

    展示の仕方で、学生た
ちからヒントを得たものは
ある

     

全
工
程
型

分
業
工
程
型

開
発
重
視
型

『伝統技法を復活させ市場
に流通させた(G-3)』
『展示の仕方で、学生たち
からヒントを得た(G-2)』

『学生の焼き物に対する姿
勢は見習いたい(A-12)』

『わざわざ遠回りなやり方
を選ぶが、それはそれで少
量生産に応用できる(D-
12)』

『自分の考えを変えるよう
なデザインで、活用しよう
と思っている(F-20)』

『物販店に波佐見焼きを紹
介してもらった(H-23)』

商品の発想を得たのは、従事者が商品開発を行
っているためであると考えられる。また、伝統
技法を実際に活用できたのは、従事者が全ての
工程に関わっているために可能となったと考え
られる。

生産工程の発想を得るためには、窯業の具体的
なやり取りが必要であり、従事者が分業された
工程に関与していることが重要な要素であると考
えられる。
また、窯業への意欲を得たり、若手の人脈を得
ることが出来たのは受け入れ世帯が高年齢層で
あったためと考えられる。
全体として、仕事に活用できたと言った成果は見
られないが、取組みの評価に関する意見は多く
見られた。

生産工程の発想を得たのは、開発重視型の従事者
が、窯業の工程に直接関与しないため、逆に伝統
にとらわれない工程の変化を求めているためであ
ると考えられる。発想を商品に活用できたのは、
製作に関して共通の知識があったためと考えられ
る。
また、他の従事者にはなかった人材の活用が見ら
れるが、これは従事者の主な役割が商品開発であ
り、創作家と共同で仕事をしやすかったのと、次
世代について柔軟に考えているため創作家と、作
り手として対等な関係を築くことができたためと
考えられる。

『学生の焼き物に対する姿
勢は見習いたい(A-12)』

『大きな筆を用いて、抽
象的な表現をしていた学
生が面白かった(D-23)』

『有田の呉須や上絵の具、
天草の陶土を買いにくる』

『自治体全体も受け入れ体
制ができつつある』

生活サポート

技術指導、
アドバイス

作品鑑賞
と講評

日常での会話

その後の交流

窯業に関
する会話

従事者が制作活動に直接関わったわけで
はないが、生活面で全面的なサポートを
したことで、自らの仕事の意欲が高まっ
た。

従事者が、創作家の製作工程に直接関わ
ることで、仕事への意欲が高まり、また
自らの商品の生産工程の発想を得た。

実際の作品がその場にあり、これをもと
にして講評することで、商品に活用でき
るような発想を得た。
創作家の制作に関して特に知識がなくて
も理解できて、かつ町内にはない、新た
な情報を得ることで、地域内の意識変化
につながった。

窯業の生産工程に関する知識を互いに持
ち合わせており、双方にとって情報交換
しやすく、仕事にも活用しやすかった。

交流の継続によって実益につながる成果が
見られた。
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　「作品鑑賞・講評」と、「その後の交流」で多様な評価が
みられる。また、「技術指導・アドバイス」「窯業に関する
会話」等の地場産業に関わりの深い交流形態でも、多くの
評価が見られる。ただし、これらは創作家が学生であるこ
とに起因した評価であることが伺われる。

　「駆出」では、 “地域での意識変化”や “地域経済の活性化”
などの意見がみられた。この理由として、窯元連合の連携
があり地域内の受け皿が整っていること、時間をかけて事

業を行うことで、継続的な活用が可能となっていることの
二つが挙げられる。
　「WS」では、成果の仕事への活用があまりみられなかっ
た。これは、交流活動で窯業の仕事場に接する機会が少な
かったためと、継続年数が短かったためであると考えられ
る。

　事業に対する意見の聞き取り調査の結果を図７に整理し
た。二つの事業において、交流する時間が不足しており、
交流そのものに偏りがあることが指摘された。また、従業
員との話し合いがなく、分業で商品ができるという商品生
産の過程が理解されておらず、作品を商品化するといった
観点が欠落しているといった指摘も見られた。また、共同
で作業することによる技術の流出を心配する指摘も見られ
た。こうした商品化するという観点の不足や技術流出への
意見は、一部、開発重視型従事者にもみられるが、全工程
型従事者に多くみられる。これは、自ら工程に関わってい
る全工程型従事者に窯業の技術を重視する傾向があるため
であると考えられる。
　また、受け入れる創作家の地域への定着が難しいことも
指摘されている。

　交流活動による評価と問題点のまとめを図８に示す。地
場産業に依拠した交流活動には以下の三点の課題が考えら
れる。

　開発重視型において、発想の商品への活用や、人材の活
用等、自らの仕事に結びつく効果がみられた。一方、分業
工程型は自らの仕事に結び付けるような成果はみられな
かった。全工程型では、事業によって得た発想を生産工程
に活用したという評価のある一方、事業に作品を商品化す
るといった観点が欠落しているとの意見もある。
　地場産業に関わりの深い創作家を受け入れた交流事業の
ため従事者からの評価が多く見られるが、評価が業者間で
異なっていることが伺えた。

商品は流れ作業に
よって作られてお
り、この観点が不
足しているのでは
ないか　　　　●

学生に好きな作
業をさせるだけ
では、単なる技
術の流出になり
かねない　　●

かけだしの子は独
立志向（作家志望
）の人が多く定着
が難しい。　　○

作品は商品とし
ては扱えない。
一週間でいいも
のをつくるのは
難しい。　　○

作品はアイデアと
してはいいが、商
品化は難しい　○

その場で形にし
ようとするので
はなく、まずは
基礎的なところ
から学んでほし
い　　　　　●

スケジュールが
過密すぎる　◎

もっと従業員
と話した方が
いい　　　◎

現実と離れている
という点で、講評
会はいまいち　●

波佐見の若者
も混ぜて一緒
に作業すれば
いい　　　◎

売り場との
融合が必要
　　　　○

受け入れる窯元、受け
入れない窯元で、交流
の仕方にかなりのギャ
ップがある　　　　●

地元の若手の参加者が
ほとんど参加しておら
ず、若手を引っ張って
こないとあまり意味が
ない　　　　　　　◎

窯業だけでな
く、異業種の
人が入ってく
るべきだ　●

●：全工　
　　程型
◎：分業　
　　工程型
○：開発
　　重視型

：因果関係

：反対意見

：ほぼ同じ

『葉書のやり取りを何度
か行った(E-12)』

中尾地区においては、地区全体で受け入れてい
ることと、地域内の窯元連合の連携が強いこと
から、地域での意識変化や、地域経済活性化に
つながっている。
また、取組みで得た人材の仕事への活用や地域
経済の活性化があったのは、九年間継続して行
っているためであると考えられる。

取組みの成果として、仕事への活用が見られ
なかった。これは、継続期間が短いためであ
ると考えられる。

駆出

WS

商品生産の工
程と商品開発
を担う窯業従
事者

生地製造業従
事者、石膏製
造業者、元卸
商など商品開
発を行わない
従事者

商品開発のみ
を行う窯元従
事者、商品開
発を行う関連
業従事者

仕事へ
の姿勢
を見直
す

作品の
絵付け
の発想

伝統技術
の復活

石膏型づく
りの発想

形状の
発想を
活用

形状の
発想を
活用

作品の
絵付け
の発想

手紙など
での情報
のやり取
り継続

展示方法
への活用

仕事で
協力し
あう

商品化の工程
の観点の不足

商品化と販売
の観点不足

作家志向
で、定着
が困難

技術流出
への不安

従業員との話
し合い不足

：反対意見

：評価への
　意見

：問題点へ
　の意見
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　本稿で扱ったこの様な交流活動は、開発重視型や、全行
程型の一部の従事者にとっては有効であったといえる。今
後、交流事業をこうした従事者中心の取り組みに移行して
ゆくことにより、交流事業を継続していくことが期待され
る。また、全工程型から出された意見のように、作品の商
品化や若手誘致などの将来像を持って事業展開すること
で、広く事業の担い手を確保することも期待できる。

　「作品鑑賞・講評」「その後の交流」「技術指導・アドバイス」
「窯業に関する会話」等の、従事者の自らの作業場内での
交流や、仕事で取り扱っている様な作業を取り入れた交流
のような、地場産業に関わりの深い交流形態で、多くの従
事者の評価が見られる。
　しかし、分業工程型からは時間の不足を指摘する意見も
みられ、事業によってはこうした交流が十分に行えていな
い現状が伺えた。また、全工程型からは、こうした交流に
よる技術の流出に対する不安の意見も見られた。
　地場産業に関わりの深い交流形態に対しては、従事者か
らの不安もあるが、こうした交流事業を行っていくことが
従事者の評価を高め、取組みへの意欲を高めるのに有効で
あると考える。

　地場産業に依拠した交流活動の場合、事業後の交流を評
価する意見が多く見られる。本稿では特に、町によって比
較的長く継続された「駆出」において、従事者が交流によっ
て構築された人脈を活用する例がみられた。まだ２度しか
開催されていない「WS」ではこうした評価がまだみられ
ないが、民間が担っており、今後事業を継続することで新
たな産業振興における役割を果たすことができるものと考
えられる。このように、地場産業に依拠した交流事業では、
安定した事業継続のできるしくみ等が望まれるが、長期的
には従事者が事業の成果を仕事に活用できる点で地場産業
の活性化に寄与していると言える。　

（注釈）
（１）本稿では、窯業に関わりの深い都市住民で、作陶家を志望する
首都圏にある美術系大学陶芸科在籍の学生のことを指し、この学生を
創作家とする。
（２）以下これを、地場産業に依拠した交流活動と呼ぶ。

（３）窯業では、商品の売り上げを増やすことや市場調査だけではなく、
技術を継承できる人材を育成したり、商品の芸術性を高めることも産
業振興に含まれる。本稿では、こうした長期的な視点の事業も産業振
興を目的とした事業に含むこととする。
（４）交流形態とは、交流場面において事業従事者の取る所作のこと
を指す。
（５）昭和 46年、「陶磁器デザイン試作研修会」として、長崎県窯業
センターが主催したのが始まり。一時中断の後、平成 8年に町が企画
し、中尾地区と協力して再び立ち上げたのが現在の「駆け出し陶芸家
塾」となっている。

（６）平成 15年の夏と 16年の春の二度行われた。運営資金は、グリー
ンクラフトツーリズム研究会と民間の寄付金によってほぼまかなわれ
ている。
（７）波佐見町は、町内業者が一体となり町内の窯業を支え、行政と
してもこうした町内の産業振興を推進・支援してきた。陶磁器の市場
開拓や商品開発、新設備導入などに関して町が寄与するところは大き
い。このように、波佐見町の交流事業は官民が相互に支え合いながら
産業振興をはかってきた。
地場産業に依拠した交流事業もこの流れを汲むものである。「駆出」
は行政主導で始められた事業であり、「WS」は民間から始まった事業
である。「駆出」と「WS」は個別の取り組みでるが、共に参加者を限
定し、将来の人材を育成するという長期的な視点での利益追求を目的
としてる。
（８）日本の高度成長期には、急速な需要の増加に対応できず丘陵地
における小規模な生産活動は一時荒廃したが、地区内の連携により現
在では桜陶際など地区内で活発にイベントが行われている。
（９）波佐見町における初期の生産は、中尾地区をはじめとする丘陵
地に限定されていたが、明治～大正にかけて個人でも所有可能な単窯
が登場し、平地への進出が可能となった。窯業振興地域は、これ以降
に開拓された地域である。
（10）創業時期は、Ⅰ連房式窯により、丘陵地での生産を行っていた
時期／Ⅱ単窯登場により、平地での生産が可能となった時期／Ⅲ戦後
の技術革新によって、大量生産が可能となった時期の三つに分けた。
（11）後継者について把握することで、窯業地域としての次世代の課
題を明らかにするためにアンケート調査に含めた。
（12）交流場面とは、事業の中、来訪した創作家と事業従事者が一緒
にいた場面を指す。
（13）図にある英数字は評価に対応しており、また、意見の引用の場
合『コメント（評価に対応した英数字ー従事者番号）』のように表示
することとする。
（14）窯業の場合、商品の形状や発想が売り上げに直接関わるため、「商
品の発想を得る」ことも評価に含めるものとする。
（15）活用とは、事業によって得たものを実益に直接結びつくように
利活用することを指す。
（16）地元業者の「仕事に対する意欲」が高まることも効果に含める。
なお、意欲が高まるとは創作家の作業姿勢に刺激を受け、自らの窯業
への姿勢を見直すことを指す。
（17）既存の生産工程を見直すことで、商品の幅が広がる可能性があ
るため、「生産工程の発想を得る」ことも効果に含めるものとする。
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